
はない程の意味)を形成する例が殆どすべてであるが、本調査例は少なくても調査範囲内では

単独に検出されている。この解釈は種々の条件への考慮が必要であるので慎重を期す。した

がってその性格は一応不明とし、岩手県中央部における類例の増加をまつ。もちろん縄文時代

についての性格の想定と同様の想定が成りたちうることはいうまでもない。

柱穴が不明な点以外の遺構の構築法、カマド設定部位・方法などは他の類例のそれに共通す

るところが多い。

古代のその他の遺物(第3図7・8、図版4の1)。

⑪第I層その他から出土の土器類である。 ㊧土師器杯形ないし椀形……小破片なのでロクロ使

用の有無は判然としない。直立気味の体部と外傾気味の底部をもつらしい。休部表裏両面にヨ

コナチ様のものが見られる。南半の南小泉Ⅱ式的な印象を与えないでもないが、確言できない。

⑤土師器饗形の底部……ロクロ不使用で裏面にハケメがある。底部表面に籾圧痕と思われるも

のがある。 FjO3例に近い時代のものであろう。

3 中世と思われる遺物(第3図9・図版4の1)。

近世の溝の覆土中より出土の括鉢破片である。青灰色で須恵器のそれに極似した胎土と、自

転糸切疲らしきものを有する。裏面に巾2c皿の帯状の条線がある。一応中世のものとみなして

おく。

4 明治時代と思われる遺溝と遺物(第8図・図版2の3 ・ 4、 3、 6)

@う農業用水路と思われる溝……機能的には一本と思われるが、使用に二時期あると思われるの

で、一応二本(AlとA2溝)とみなす。 Ib層上面に検出した。

(ア)Al溝……調査域内での全長約100m、上縁巾2m、下底巾0.5m、深さ1.8m (検出面よ

り)、上縁直下に段をもつが、断面の横形はいわゆる「箱薬研」形に近い。北東から南西方へ

下がり、西に方向を転じ段丘崖に沿って進む。覆土は軟質で、少なくともその上半部には意図

的な埋めたてを示すと思われる白黄色粘土ブロックが普遍的に存在する。 A2溝より新しい。

(イ)A2構……全長12m、巾2.3 m、深さ1.2 m、断面形態は巾広な「箱薬研」形に近い。覆土

はたたきしめたように硬く、粘土ブロックは認められないが意図的埋め戻しと思われる。 Al

より古期である。

(ウ)出土遣物……覆土中より寛永過賞2、獣骨若干、砥石などが出土している。獣骨については

後喝の鑑定結果を参照されたい。

(エ)年代・性格等……遺物などからして近世以降(明治時代)の用水路と思われ、とくに「岩手

県管轄地誌第一号之二十五、川」の項に一部見られる「能堂溝(上厨川溝ともいう)」に該当す

る可能性が強い。

⑤その他の遺物(図版6の1、 3へ5)。 I層一出土の陶・磁器類である。黄瀬戸様のもの、鉄
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紬のもの、染付風のものなど各種のものがある。これらの中には回申こ上るもの、明治以降に

下るものなど種々あるらしいが小破片のため大別のみにとどめる。他に桂化木片も若干ある。

5 獣骨の鑑定結果について

用水路跡出土の獣骨のうち10点につき岩手大字農宇部に鑑定を委頼した。以下にその結果を

掲げる。なお、都合上図版は掲げなかった。

○委託資料

1A Gjブロック 粘土ブロック上位 1Bl Hj50 覆土中半 3B ′′ ′′ 6B ′′ ′′ 

2A ′′ /′ 下位 1B2 
′′ ′′ 4B ′′ ′′ 

3A3 
′′ ′′ 下位 2B ′′ ′′ 5B ′′ ′′ 

○盛岡面上厨川所在幅遺跡明治時代用水路跡覆土中山上獣骨鑑定結果

1A 前臼歯及び後臼歯に馬特有のエナメルヒダがあり、馬ど判定した。馬の下顎骨前臼

歯及び後臼歯である。第1後臼歯の前後の長さは23.Om皿で、現代蔦の23.6土l.31とく

らべて差がない。蔦の切歯、算1切歯の幅は15.5皿で現代馬の15.8±1.88とくらべ

差がない。

2A 蔦の上顎骨臼歯である。臼歯のエナメルヒ夕より罵ど判定した。

3Aa 馬の上顎骨第2前臼歯である。与信まど内側が欠落している。臼歯のエナメルヒ夕よ

り蔦ど判定した。この日菌の前後の幅は26.1m皿あり、現代馬の28.6土2.43皿とくらべ

てやや小さい。

3Ab 蔦の上顎骨第3前臼歯らしいが風化の度が進み確実な判定が困難である。

2B 馬の右下顎骨である。第1後臼歯の前後の長さは25.1皿で現代馬の23,6±1.31m皿よ

りやや大きいが、大差はない。

3B 蔦の右下顎骨である。第1後臼歯の前後の長さは27.3m皿で現代馬の23.6±1.31皿皿よ

り大きい。

4B 馬の下顎骨下顎枝である。これは下顎切痕が浅く牛ではない。その他は上顎・胃・とそ

の他の頭蓋骨の破片である。

5B 上顎臼歯である。エナメルヒダから馬ど判定した。第1後臼歯の前後の長さは24.5

Ⅲ皿で現代馬の25. 1土2.54m皿と差がない。

6B 蔦の右上顎骨である。臼歯のエナメルヒダより塙と判定した。第1後臼歯の前後の

表さは24.3皿で、現代蔦の25.1土2.54m皿とくらべ差がない。上顎骨口蓋突起の幅は

41.5皿で、代表的現代馬の43.5皿とくらべて大差がない。

註 * 現代罵とあるのは岩手県において大正一昭和初期に得られた馬の頭蓋割こよる。

** 平均値±標準偏差

岩手大学農学部猷医学科 兼 松 重 任
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符 花 箭 遺 跡

遺 跡 名:竹花前(略号THM76)

遺跡所在地:盛岡市上鹿妻竹花前62,1他

調 査 期 間:昭和51年6月25日一10月23日

調査対象面積: 4,400m2

発掘対象面積: 4,400m2





I 遺跡の位置と環境

竹花前遺跡は、盛岡市上鹿妻竹花前62の1他に在る。盛岡巾の南西端で、東北本線盛岡駅の

南西約3・6kmに所在する。大口で、雫石川の水を取り入れた鹿妻幹線水路から分流した旧堰の南

岸沿いにある。比高約1 mの南面する段丘の縁に立地し、標高約131.Omである。現状は、宅地、

畑地、果樹園である。遺跡の範囲は、高速道路の西側に延びている。近接の遺跡としては、北

約240mに太田方八丁遺跡の南側外郭線があり、南約100mの畑地、果樹園には土師器、須恵

器が散布している。

第1図 地形図
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Ⅱ 調査の方法と経過

竹花前遺跡は、昭和47年度の分布調査以前に発見された遺跡で、盛岡市の遺跡台帳にも登録

されている。

調査に当って、先ず遺構検出をするため、耕作土と、果樹の切り株を除去する作業をおこな

った。耕作土は、調査地区を東西に1本、南北1本のベルトを残し、全面を除去した。果樹を

坂根した結果、 2棟の住居跡と、 1基の焼土遺構が検出され、推積土の調査は困難かと思われ

た。次に中心杭STA660+60と、 STA660+40を結ぶ直線を、南北基準線とし、 660+60 以

北をA区、 660十60から660+30までをB区、 660十30以南をC区とし、これを更に3mX3

mのグi)ッドに細分した。各地区は南北中心線より、西へ3m毎に03→30、東へ3m毎に50

→80、北から3m毎にa→jの名称を付け、グリッド名とした。

検出された遺構の精査については、推積土の状態を確認すると共に、各層位に包含される遺

物を区分するために、住居跡については、畔を十字に残す4分法をとり、焼土遺構についても

畔を十字に残す4分法をとり、柱穴やビットについては、推積土の状態と遺物区分に加えて、

切り合いの状態と新旧関係を明らかにするため、ベルトを一本残す2分法をおこなった。遺構

の実測については、 1 m間隔に釘を地面に打ち、必要に応じては20cm間隔に釘を地面に打ち、

水糸を縦横に張って、平面図を作成した。レベルは、遺構の周辺に基準に合わせた杭を数本打

って測定した。実測図はすべて20分の1の縮尺で作製し、遺構や遺物が重復する場合は同地点

を何回かに分けて、別の図面を作製し、後日の整理段階で、その図面を合成した。

基本層序 調査地灰の西端雨寄りに、深掘りを行ない、表土下の推積土を調べた。表土は、

調査地区全体を、十字に残した畔によって調べた。大別すると4層に分れる。 1層は表土で、

上下2層に分れる。 2層はシルト質土層で、遺構の検出面である。 3層は砂層で、 9層に分れ

る。最下層は砂と礫の混合層である。

I層、 10YR3/2 黒褐色腐植土層。 Ⅱ層、 10YR4/4 褐色シルト層。 Ⅲ層、 10YR44

褐色細砂層。 IV層、 10YR4/4 褐色砂層 Va層混入。 Va層 租砂層で、色調は各種各

様の砂粒が混合し、所によりⅢ層混入する。  \旬層 粗砂層 色調は各種各様の砂粒混合。

Ⅵ層、粗砂層、色調は各種各様の砂粒混合。 Ⅶ層、 10YR4/4 褐色砂層。 Ⅷ層、粗砂層、

色調は各種各様の砂粒混合。 Ⅸ層 基底砂礫層 (斜線部は木草根か)

二二守二二二㌢脇

第2図 基本層序
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Ⅲ 発見された遺構と遺物

1  1号住居跡 (B a21住)

(遺構の確認)南北基準線より西へ14.52m-19.18m。 STA660 +60を通る南北基準線より

北へ0.05m一雨へ4.70mの地点、 B a21地区及びその周囲に、黒色の落ち込みを確認した。遺

構磁器面は表土卜の褐色シルト層である。この住胴亦は、直径70へ80c皿のりんご樹の下にあり、

ほとんど推積土は無く、撹乱層のため、遺構磁.忍まで大部咽紺が経過した。

(垂復、増改築)大部分撹乱されており、住居跡の輪郭も不明な点が大部分である。又煙道

の大部分と煙出全部も、ヒット状の撹乱によって破壊されて、浅存していない。

(平面形、方向)東西約3.70m、南化約3.60mのはぼ方形で、東壁がやや張り出している。

方「帥ま、 E 29.00 Sで、東南東方向を向く。

(推積土)大部分が、りんご樹育成のため撹乱され、更にi乳化に堀方状の底面をもった撹乱

居のため北壁と両壁の一部も失なわれており、自然推積土は壁沿いの一部に若干賎されている

だけである。

(床面)はば平胆と思われるが、撹乱された跡や木板跡と思われるものもあり、明確でない

個所が多い。床面から壁への立上がりは、急角度で立ち上がり、壁高は約60cmである。

(柱穴)なし

(用溝)用溝と思われるものが、西壁北半にみられる。長さ約1.5m。上場の巾30c皿、下場

の巾20cm, *面からの深さ約4cm-8cmである。

(かまど)東壁南寄りに、壁を掘り込んでつくられている。燃焼部は、巾約40c皿、奥行約40

c軸で、わずかに掘り凹められている。紳士南側に歪められた様な感じで、抽石のみが、右袖に

2個、左袖に4個残存していた。煙道は東壁より20c皿の所まで残存し、先端は失なわれている。

巾約26cm、深さは検出面から13cmである。煙出は失なわれている。

(貯蔵穴)貯蔵穴状ピットは、かまどの北側、東壁中央下にあったと思われる痕跡がみられ

るが、東半分が堀立柱建物跡の柱穴と思われるビットで切られているため、不明である。他に

も貯蔵穴状のビットと思われるものがあるが、住居跡に伴うものかどうか不明である。

(その他の施設)なし

(年代決定資料)土師器、長胴の蛮26点。小型の蛮4点。内薫杯3点。須恵器、壷1点、器

形不明で耳付の破片1点。杯A3点。杯Bll点が出土した。長胴の饗は、頚部無段で、口綾部

の短いものが多い。又木葉底で、外側に張り出さない底部1点と、外底部に刷毛日調整をした

もの1点がある。小型饗は、長胴饗と同一成形技法のものと、ロクロなで成形無調整のものが

ある。項類はみな回転糸切である。 Aは灰色、 Bは橙色で、共に無調整である。
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第4図I号住居跡(Ba2I住)
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出土遺物

土師器

長胴饗(5図1へ4)完成品は無く、小破片で計測不能である。 1は、日綾部%以下と、体

上半部残存で、 =綾部はかなり外反し、口端は薄い。 「」綾部高さはl.3 cmと低い。体壁はかな

り丸みをもち、わずかな凸凹がみられる音。口綾部体部共、内外両横なでで薄い。船上軟質砂粒

多く含む、色調は浅黄橙色、焼成不良で、かまど燃焼部出土である。 2は、日綾部若干、体上

部持戒存で、 【I綾部はかなり外反し、 11端は丸みをもつ。体壁は直線的である。口綾部は内外

面共横なで、体部は内外面共棲なで後、一部上下なでがある。胎部は、口綾部の厚さ4へ5Ⅲ皿

体壁は7へ8m皿である。船上やや軟質砂粒若干含む。色調は浅黄橙色。焼成はやや不良で、か

まど燃焼部出土である。 3は、口綾部、体上部雄以下残存で、口縁部下半はわずかに外反し、

口端部は急角度に外反し、丸みをもつ、体壁はかはり凸凹があり、やや丸みをもつ。口綾部は

横なで、体部は、外面が縦に、内面は横に剛毛目が施される。船上やや軟質砂粒多い。色調は

にぷい赤褐色。焼成はやや不良で、かまど燃焼部より出土である。 4は、口縁部准、体上部雄

残存で、口綾部は、粘土帯を上から圧したような成形で、内外側に張り出し、口端部は平坦で

ある。外体面は縦にヘラ削り、内面は縦にヘラなでである。歪み凸凹が強い。胎土軟質砂粒を

多く含む。色調は黒褐色へにぷい橙色。焼成は不良で、かまど燃焼部出土である。

小型饗(5図5へ7) 4点中3点が口綾部、 1点が体部の破片である。 5は口綾部、体上半

部若干の破片で、口縁部はかなり外反し、口端は丸みをもつ、体上半はロクロなで成形無調整

で、壁面にかなりの凸凹がある。胎士軟質砂粒若干を含む。色調はにぷい橙色、焼成はやや不

良である。 6と7は、口綾部はやや外反し、口端は薄くなる小破片である。

内無垢(5図8 ・ 9) 8は、し「綾部・体郁雄、底部准残存で、口径は推定約15c鵬。器高5.1

c皿。底径約6.9c皿。口綾部はやや外反し、体壁は丸みをもちかなり外傾(約380 )する。内面

とし1綾部外面に磨きがみられる。黒色慶理は消滅している。 9は、口・体・底共施以下残存で、

推定口径約14cm、器高4.8cm。底径約8.4cm,口綾部は直立し、口端は丸い。ロクロなで成形

無調整回転糸切で、内面磨き、黒色庖理、外底面の一部に黒斑がある。体壁は内暫し、外傾度

は約300である。

須恵器 毒 体下半沈、底部若干残存で、外体面下端にヘラ削りがみられる。

杯A、 3点中l点(5図10)は、口・体・底%残存で、口径14.2cm.器高4.6-4.7cm、底径

6・2cm、外傾度42"00である。口綾部はやや外反し、口端は薄くなる。胎土硬質、色調灰色、

焼成やや良好である。

杯B、 (5図11.12) 11は、ほぼ完成品で、口径14.4cm,器高6.0-6,5。m。底径5.2c皿。

外傾度36・00で、 □綾部はやや外反し、口端は丸い。体壁はわずかに丸みがある。 12は、口・
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体・底%残存で、口径約15cm。器高5.6cm、底径5.3cm.外傾度は40.OOである。両者共橙色、

焼成不良である。

2 2号住居跡 (B b15住)

(遺構の確.認)南北基準線より西へ」1.99mへ15.4m。東西基準より南へ2.99m-6.22mの地

点、 B b15地区及びその周囲に黒色の落ち込みを確認した。遺構確認面は、表土下の褐色シル

ト層である。 1号住居跡の東壁と2号住居跡の西壁の間は、約70c皿である。

(重復、増改築)この住居跡と重復して、堀立柱建物跡が確認された。南西隅には、ピ・ソト

状の撹乱があり、遺物が出土し、 1、 2号住店跡両者の遺物に接合するものがみられる。

(平面形、方向)東西2.6m。南北2.5mの方形で、主軸はE 300 臆Sで、東南東を向く。

(推諸士) 4層に分れるが、堀立柱建物跡の柱穴、りんご樹の木板痕がみられる。

1層10YR2/1黒色腐植土層 指圧痕ややつく、粘性なし、シル上質土を少量含む。

2層10YR2/1黒色腐植土層 指圧痕ややつく、粘性なし、粒状のシルトを含む。

3層10YR2/1 黒色腐植土層 指圧痕つく、粘性なし、水気を多く含む。

4層10YR2/2 黒褐色腐植土層、指圧痕つく、粘性あり、焼土、遺物、礫を含む。

(床面)はば平坦で、わずかに南東方向が低くなる。床面から壁への立ち上がりは、やや丸

みをもち、壁面はかなり急角度の所もあるが、一様ではない。壁高は32へ40c柵である。

床面はぼ中央に、堀立柱建物跡の柱穴が1基みられる。柱穴の底面は明確でないが、底面の

上に礫を4個置き、その上に柱を建てたと思われる。柱穴の壇上は、住居跡の検出面に、はっ

きりとした輪郭がみられ、住居跡の推積土セクション図(第6図C 臆D)にも明瞭にみられ、

住居跡より、堀立柱建物跡の方が新しいことを示している。

(柱穴)なし

(周溝)なし

(かまど)東壁北端にあり、両袖は失なわれてしまっている。燃焼部は、わずかに掘り凹め

られているが、輪郭は明確ではない。支脚か袖に使用したと思われる礫が2個と、聾の体下半

と底部の破片が1点、残存していた。煙道は、長さ87.Oc皿、上場の巾20へ35c血。下場の巾約15.O

cm。深さは検出面から22へ30.Ocmである。煙出は上場径25へ30.Ocm。下場径20へ25.Ocm。深さ

は約550cmで、煙道、煙出共に焼土、遺物を含んでいる。

(貯蔵穴)検出されなかったが、北壁やや東寄下に、焼土を埋め込んだ、浅い掘り込みがみ

られた。輪郭ははっきりせず、深さも2へ3cmで、焼土の範囲は、東西約70c皿、南北約40c皿の

卵形の様である。

(その他の施設)なし

(年代決定資料)土師器、長胴饗15点。小型璽7点。内薫杯5点。須恵器、毒2点、杯B14
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1別OYR放 熱樹色麻植土居柔かく粘性なし 

2刷OYR舞 黒色腐植上層柔かく粘性乱、シルト焼土若干 

3刷OYR舞 鰯色馳屑柔かく粘性あり、焼土星ト逸物 

4層10YR労 黒褐色腐植土周桑かく粘性あり、シルト 

5別OYR労 鰯色麻植上層柔かく粘性あり、焼土遺物 

〇

第6図 2号住居跡(BbI5住)
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点、高台杯1点、常会異状鉄製品1点、角釘1点、緑軸陶器4片1個体が出土した。杯類は、

回転糸切で、底径が小さい。緑粕陶器は、 11世紀と鑑定されている。

出土遺物

土師器

長胴饗(7図1 ・ 2) 1は、 □縁部雄、体上半雄残存で、推定口径約27cm。口綾部高さ2.O

c皿である。口縁部はかなり外反し、口端は上に強く挽き出されている。外体面は、叩き目を施

して成形した後、損なで調整によって、叩き目を消している。体下半はほとんど欠損している

が、横なで、ヘラ削り等の痕跡が若干残っている。内面は、横なで成形であるが、磨滅が苦る

しい。胎土軟質砂粒を多く含む。色調は橙色、焼成不良で、煙道と床面中央から出土した。 2

は、口縁邦雄、体上半基残存で、推定口径約21c皿、口綾部高さ1.3 c皿である。口綾部は短く、

かなり外反し、口端は丸みをもつ、 □ ・体共に横なで成形である。胎土は軟質砂粒多く含む。

色調はにぷい橙色、焼成不良で、かまど付近床面上出土である。他に刷毛目痕が体部内外面と

外底面にあるもの、外面上下へラなで調整のもの、内面横に刷毛目のある破片等が出土した。

小型饗、 7点の内3点は、外体面に縦のヘラなで調整があり、 2点は、ロクロなで成形無

調整のようである。他の2点は小破片で、磨滅苦るしく成形技法は不明である。 □綾部3点の

内、 2点は口端が丸く、 1点は上に挽き出されている。他は体部破片である。

内黒杯、 2点が口綾部、 1点が体下半、 2点が底部破片である。口綾部破片の内1点は、口

端部外面にも磨き、黒色慶理がみられる。底部2点は、回転糸切である。

須恵器

毒 2点中1点は、やや大型の破片3で、叩き目を消してヘラなで、ヘラ削り調整のみられ

るものである。他の1点は小型で、口端が上に挽き出されている。

杯B (7図3)は、口綾部%、体部%、底部全部残存で、口径15.1c皿、器高5.Oc皿、底径約

5.Oc皿である。口綾部はやや外反し、口端は丸みをもつ。体壁はやや丸みをもち、かなり外傾

(43.50)する。体下端から底部外周は丸みがあり境が明瞭でない。外底面は平坦である。胎

土軟質粒砂粒を多く含み、表面に露出した砂粒が剥離している個所が多くみられる。色調はに

ぷい橙色、焼成は不良で北西コーナ付近出土である。他の13点は、何れも握以下残存の小破片

である。

高台杯(7図4)ほぼ完形品で、口径15へ15.3c皿。器高5.l-5.8cm。底径6.1cm。高台部

高さ1.Ocm、畳付径7.4cmで、かなり歪みがある。口綾部は外反し、口端は丸みをもつ。体壁

は、わずかに丸みをもち、かなり外傾(外傾度41.00)する。外底面は回転糸切である。杯B

に高台を付けたものと思われる。胎土軟質粗砂粒を若干含む。色調は浅黄橙色、焼成不良で煙

道出土である。
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帯金具様鉄製品(7図5)環状部に常山と思われる金具が両端に付いている。片側は大部分

他の側は浅痕若干浅在で、鋲が2個樹こ付いている。

釘 (7図6)長さ4.1c皿。巾6剛。厚さ5m皿。先端が欠損している。頚部は屈曲する。

緑軸陶器、口綾部と体部の破片で、休部に段が付いている。内外面に緑袖が付着する。

3 3号住居跡(B b53住)

(遺構の確忍) i軸ヒ基準線より東へ2.89mへ7.58m。 660十60を東西に直行する東西怒準線よ

り南へ3.80m-8.41mの地点、 B b53地区及びその周囲に、黒褐色の落込みを確,認した。 2号

住居跡東壁と、 3号住居跡西壁の問は、約15.Omである。遺構確認面は表上下の褐色シルト層

である。

(重複・増改築)なし

(平面彬・方向)東西約3.75m。南北4.20mのはぼ方形で、東壁は1号住居跡と同様やや張

り出した形で、南東コーナーは丸みをもち、はっきりした角度をもたない。主軸方向は、 E

140臆臆Sで、ほぼ東を向く。

(推積土) 5帥こ分かれるが、ここも撹乱された所が多い。

1酷10YR2/2黒褐色腐植上層 措圧痕ややつく、粘性なし。

2層10YR2/2黒褐色腐植土居 指圧痕つく、粘性ややあり、焼土・炭化物・礫・遺物シル

ト若干を含む。

3層10YR2/3黒褐色腐植土 シルト混合層 指圧痕つく、粘性あり、炭化物・焼土若干

4屈10YR2/3黒褐色腐植土 シルト混合層 指圧痕ややつく、粘性あり、炭化物若干

5層10YR3/3暗褐色腐植土 シルト混合層 指圧痕ややつく、粘性あり、炭化物若干

(床面)はば平坦で、南西側にわずか傾斜する。床面から壁への立上がりは丸みをもち、境

がはっきりしない。北壁両壁はほぼ垂直で、東壁、四壁はやや緩やかである。壁高は34へ40c皿

である。又北壁下第2層、東壁北寄り、面壁東寄下第5柵こ、焼土が推積していた。

(柱穴)なし

(周溝)なし

(かまど)東壁南寄りに、壁を掘り込んでつくられている。燃焼部は、巾約30c調。奥行約90

cmで、焚口付近に、直径56へ60、深さ約5cmの、はば円形で浅い掘り込みがみられる。燃焼部

は奥に行くはど除々に高くなる。輔帥ま残存し、左(北)袖は、上場長さ40c皿、巾28c皿。下場

長さ56cm、巾20-43cm。高さは床面から先端で15cm、壁際で32cmである。右(南)袖は、上場

長さ50cm、 「巾0-28cm。下場長さ63c皿、巾28-50cm,高さは先端で25cm、壁際で40cmである。

煙道は割り賞きで、わずかに煙出寄りが下がる。長さ約70c皿、巾30へ40c皿、深さは20へ27c皿で、

かなり焼土が推積し、周囲も焼けている。焼土には遺物をかなり包含している。煙掴ま上場径
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37へ50c皿の楕円形で、深さは42c皿、下場は煙道との境がない。造物主に土師器饗が包含されて

いた。

(貯蔵穴)確認出来なかったが、石油の南側、繭東隅床面上に多量の杯類が出土した。

(その他の施設)なし

(年代決定資料)土師器、長胴饗12点十26片。小型饗7克つ 内黒埼4点。須恵器、長頸毒2

点、抹A=点、杯B13点、刀子1点が出土した。杯類はみな回転糸切りである。

出土遺物

土師器

長胴饗(9図1 ・ 2) 1は、口綾部沈、体上半沈残存で、推定口径約25c皿。口縁部高さ2.6

cm。頚部径約21.4c皿。体部最大径約22.7cmである。口縁部はかなり外反し、口端部は丸みをも

つ。体壁は、肩部に若干丸みがみられる以外直線的である。外体面は上端が横なでで、頚部の

下2c皿からヘラ削り調整痕がある。内面は上端が横なで、大部分が上下へラなでである。口縁

部から体部に一部煤が付着し、 2次焼成を受けている。胎土軟質粗砂粒をかなり含む、色調は

浅黄橙色一灰褐色、焼成はやや不良で、かまどの両袖と煙出から出土した。 2は、口綾部基、

体上半部%残存で、推定し二1径約25cm、口綾部高さ1.5 cm。頚部径約21.8cm。残存体部最大径

23.4c皿である。口綾部は、かなり外反し、口端部は上に挽き出されている。し「綾部・休部共外

面に叩き目が間隔無く並び、その後損なで調整を施す。内面は上半が横、下半が縦にヘラなで

している。内外面の一部に煤が付着している。胎土軟質粗砂粒を多く含む。色調は浅黄橙色一

灰褐色、焼成はやや不良で、かまど袖と煙出から出土した。その他内外面に刷毛目痕のあるも

の大部分。ヘラ削り、ヘラなでのもの若干がみられる。

小型饗、 7点共小破片で実測不能である。口縁の破片2で、口端が丸みをもつ、体部の破片

5点中1点は内面に刷毛目痕があり、他の2点はロクロなで無調整、他の1点は不明である。

内黒杯、 1点は体壁にかなり丸みがみられ、口端部外面も、磨き黒色慶理である。 1点は底

径約5,6c皿で、外底面は回転糸切、黒斑がある。 1点は、口縁部外面が黒産廃理で、磨きは不

明である。 1点は磨滅着るしく、内面磨き等不明である。体下半のヘラ削り調整は無い。

須恵器

長頸電(9図3)体・底部全部残存で、口・頭部が欠損している。頚部下端の径4.8c皿へ5.5

cm。頚部下端までの高さ14.5cm、体部最大径17.lcm。高台下端径9.2cm、高台部高さ0,6 cmで

ある。頚部と肩の境に隆帯がある。肩部に若干の灰紬が付着する。体部下半はヘラ削り後、横

なで調整である。外底面に放射状の調整痕がある。他の1点は、口縁部若干の破片で、 3と同

一個体かどうか不明で、船上・色調・焼成は類似している。口端が上に強く挽き出され、推定

「「径約12.Oc血である。
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杯A (9図4 ・ 5) 4は、口綾部%、他は全部残存で、口径14.8へ15.Oc皿。器高4.8-5.2c血。

底径5.8c皿。外傾度430である。口綾部は外反し、口端は薄くなる。体壁はかなり丸みをもつ。

5は、口・体%、底部全残存で、 □綾部はかなり外反し、口端は丸い。体壁はかなり丸みをも

つ。

杯B (9図6へ10) 6は、口径14.1c皿。器高5.1-5.4cm。底径5.1c皿。外傾度40O。口綾

部は直線的で、口端は丸い。体壁はやや丸みをもつ。 7は、口径14.2c鵬。器高5.9へ6.lc皿。

底径5.8へ6.1 c皿。外傾度34.50 口綾部は直線的で、口端部は丸みをもつ。体壁はわずかに丸

い椀形である。 8は、口径13.6cm。器高5.lcm。底径6.9cm。外傾度38.50 。口綾部・体部共

直線的で、 □端部は薄くなる。 9は、口径約14c皿。器高5.8cm。底径約5.4cm。外傾度41Oで

ある。 □綾部はやや外反し、口端は薄くなる。体壁はかなり丸みをもつ。 10は、口径約14.6cm

器高5.8c皿。底径約5.4c皿。外傾度38.50 。口縁部は直線的で、口端は丸い。体壁はほぼ直線

的である。

刀子(9図11)完形品で、長さ9.8cm、棟区まで4.2cm。茎の長さ5.6c皿。棟区から刃区ま

で1.2c皿である。平造りで、柄に木質部が付着している。重さ7.4 9である。北西側床面出土

である。

4 4号住居跡 (C a21住)

(遺構の確認)南北基準線より西へ15.88mへ19.60m。東西基準線より南へ30.74へ34.28mの

地点、 C a21地区及びその周囲に黒褐色の落ち込みを確認した。遺構確認面は表土下の褐色シ

ルト層である。 No.2住居跡のほぼ南約25mの所である。

(重復・増改築)住居跡の東側%が、住宅の三和上下にあり、かなり撹乱を受けている。東

側に約10基のピットがあり、セメントの付着した礫が、壁土に混入していた。煙出も同様で精

査の終了間際まで不明であった。

(平面形・方向)東西3.02m。南北2.00mの方形で、各壁の中央部がやや凹んでいる。主軸

はE-100 臆-Sで、ほぼ東を向く。

(推積土) 4層に分れ、木板等の撹乱が多い。

1層10YR2/2 黒褐色腐植土層 指圧痕ややつく、粘性なし、シルト若干混入。

2層10YR2/2 黒褐色腐植土層 指圧痕つく、粘性なし、シルト粒状、遺物を含む。

3層10YR2/l 黒色腐植土層 指圧痕つく、粘性なし、遺物を含む。

4層10YR2/3 黒褐色腐植土層 指圧痕つく、粘性若干あり、遺物、シルトを含む。

(床面)平坦で、壁への立上がりは急角度である。壁高は32-35c皿である。

(柱穴)なし

(周溝)南壁下だけにみられる。下場の巾約10c皿、深さ床面より約10c皿。両端がピット状に
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膨らむ。

(かまど)東壁北寄りにある。燃焼部は巾約53cm。奥行約60cm。 5cmほど浅く掘り込まれる。

左裾ま長さ約50cm、巾15-25c皿。高さ15へ20c皿で、渦中に礫を2個埋めている。左袖は長さ約

65cm。巾15-33cm。高さ約20cmで大部崩れている。焚口付近に細石か支脚と思われる礫が4個

みられた。煙道は、長さ106c皿、巾24c皿、深さ15へ20c皿で、やや前下がり到り輝きで、検出面

には現われていない。煙硝は、径30へ40cm、下場径20-25cm。深さ57cmである。

(貯蔵穴)貯蔵穴状ヒノットは、北壁東端にあり、かまど内の焼上・炭化物・遺物を埋め込ん

だ状態である。東亜78cm。南北45cmで深さ=-12cm。下場が2に分れ、北壁を映っている。南

東隅にもビット状の浅い凹みがあり、遺物が虹上した。

(年代決定資料)土師器、長胴饗と内装上付ま出土せず、小型饗3点だけである。須恵器は、

壷1点、長幼壷2点、杯A4点、抹B5点-ト4片。刀子1点が出土した。

出土遺物

上銅器

小型饗(11図1へ3) 1は、 =・体%、底全部残存で、口径13.1へ14.1c皿。器高12.9へ13.4

c皿。底径8.0へ8.3c皿である。=綾部は外反し、 「丁端は上に挽き出される。口縁と頚部、体部の

境は不明瞭である。体壁はロクロなで成形無調整で、凸凹がある。外底面は回転糸切で、全体

がかなり歪んでいる。胎上二やや軟質、色調は庚赤色へにふい橙色。焼成やや不良で、 2次焼成

を受け焼上煤が付着している。北東端ピット内と出土である。 2は、体壁中央部欠損で、口径、

11.5へ12.8cm。 H部径10.l-10.3cm。残存体部最大径11.2cm。底径約7.Ocmである。日縁部は、

かなり外反し、口端部は丸みをもつ。体壁はロクロなで成形無調整、外底面は回転糸切である。

胎土軟質。色調は庚赤色へにぷい橙色。焼成不良で、 2次焼成をかなり受け爛れている。 1と

出土地点は同じ。 3は、体壁中央部欠損で、口径約10c皿。頸邪径約8.6c皿。底径5.9c皿である。

口綾部はかなり外反し、し1端は薄くなる。全体に横なでをしているが、手捏成形のようである。

底部は外側にやや張り出し、平出である。船上軟質、色調灰色、焼成不良で北西側床面出土で

ある。

須恵器

壷、肩部雄の破片である。頭部下端から肩部に叩き日痕がみられ、その後、横にヘラなで調

整が施される。内面は横なでである。

長頸壷(10図4 ・ 5) 4は口綾部、頚部を欠損する小型の毒である。頚部下端径3.9へ4.3

cm。体部最大径11,2へ11.6cm。頚部下端までの高さ10.5cm。底径7.l-7.4cm。高台下端径

7.4へ7.7c皿。高台高さ0.4cm。体下半にヘラ削り調整がみられ、後全面を様なで成形してい

る。外底面は、切離し後放射状に調整し、後に高台部を貼り付けている様である。 5は、頚部
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全部と、肩部上端若干残存で、上端径2.5cm。下端径3.8cm。高さ8,1 cm。外面は不定方向に

調整され、内面は横なでである。 4 ・ 5共に、胎土硬質。色調灰色一灰黄色、焼成良好で、 4

は北側中央、 5は南西端から出土した。

杯A (10図6へ9) 6は、口径14.3へ14.9cm。器高4.6-5.3cm。底径6.l-6.3cm。口綾

部はやや内奮。口端は丸みをもつ。体壁は外傾度32へ460で丸みをもつ。 7は、口径14,6c皿、

器高4.5cm。底径6.7cm。外傾度43O 。口縁部はわずかに外反し、口端は丸みをもつ。体壁は

わずかに丸みをもち、外傾する。 8は、口径約15cm。器高4.8cm。底径約6.3cm。外傾度41O。

日綾部は直線的で、口端部は薄くなる。体壁はわずかに丸みをもち外傾する。 9は、口径約15

cm。器高4.3cm。底径約6.8cm、外傾度43.5O 。口縁部はやや内脅し、口端は薄くなる。体壁

はわずかに丸みをもち、かなり外傾する。 6 9何れも、ロクロなで成形無調整、回転糸切で

ある。

杯B (11図10 13) 10は、口径約157cm。器高約4.8cm。底径6.Ocm。外傾度440。口綾部

は直線的で、し「端は薄くなる。体壁は、下端に丸みがある。底部がかまど、 □・体部は、北東

端ビット内から出土した。 11は、口径16.l-16.9cm。器高5.8-6.5cm。底径6.2c皿。外傾度

35へ450 。口縁部はわずかに外反し、口端部は丸みをもつ。体壁はかなり丸みをもち外傾し、

歪み苦るしい。南東側床面出土である。 12は、口径14.4へ14.8c皿。器高 5.2へ 5.5 c皿。底径

5.7c皿。外傾度400 。口綾部はわずかに外反し、口端は丸くなる。体壁はやや丸みをもつ。北

東端ピット内出土である。 13は、口径13.6へ14.5c皿。器高13,6へ14.5c皿。底径7.2c皿。外傾度

38へ43.50 。口綾部はわずかに外反し、口端部は薄くなる。体壁はかなり丸みをもつ。外底面

は回転へラ切後、手持へラ削り調整の様である。かまど内出土で10の下に重なっていた。 13以

外は回転糸切である。

刀子(11図14)切先部と、楳区・刃区部が欠損している。残存部は刃身の長さ4.7c皿、巾1.0

工.2cm,棟の巾約0.5cm。茎高の長さ5.5cm。巾0.5-0.8cm。厚さ2.5cm。刃身は平造り

で、角棟。心鉄郎は、ほとんど欠損し、皮鉄だけである所から甲伏鋸と思われる。

5 5号住居跡(C a65住)

(遺構の確認)南北南基準線より東へ15.07mへ20.25m。東西基準線より南へ31.28mへ36.68m

の地点、 C a65地区、及びその周囲に黒褐色の落込みを確認した。 3号住居跡の南南東約25m

である。遺構確認面は褐色シルト層である。

(重復、増改築)土地買収まで、曲屋の農家があり、その床下にある。表土はほとんど推積

せず、礎石が散在していた。

(平面形、方向)東西4.24m。南北3.88mのはぼ方形で、主軸はE臆臆30O 臆臆Sで、東南東を

向く。
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(雅醜上) 3小宮こ大別され、撹乱が多い。

1層10YR2/2 黒褐色腐植上層 指圧痕ややつく、粘性なし、礫・遺物・焼土若干。

2層10YR3/2 黒袖色腐植上層 措圧痕ややつく、粘性ややあり、シルト・礫・遺物を含

む。

3層10YR2/1黒色腐植上層 措圧痕ややつく、粘性ややあり、遺物を含む。

(伏し而)ほぼ、l岬lで、地中を直接利用する。昧面から壁への立上がりは急角度で、壁高は32

へ40cmである(、昧面に堀立柱建物跡の桂穴底面が、かなり残存しているこう

(桂穴・周溝等の施設)なし

(かまど)東壁北側にある。燃焼部は巾約50c鵬、奥行60cmで、浅く掘り込まれている。袖石

か文脚と思われる礫が入っている。左柚は長さ約70cm、巾35cm、高さ約30cm、右袖は長さ約80

cm、巾約50cm、高さ約30cmである。煙道は長さ1.38m。巾28へ33cm。深さ10-20cmで、前下が

りである。煙出は明確な輪郭を持たない。

(貯蔵穴)なし

(年代決定資料)上師器。長胴饗12点、小型饗6点、内装杯4点、須恵器。壷1点、長頸壷

1点、抹A2点、杯Bl点一十4片である。

出土遺物

土師器

長胴饗、いずれも小破片で、全容不明である。口綾部は1点で、口端が上に挽き出されたも

のである。他はみな体部小破片で、主にかまど及びその間関から出土した。

小型饗(13図1)体下半と底部全部残存で、底径4.9へ50cmである。体部下半外面は、ヘ

ラ削り調怒後、縦に刷毛口を施し、内面も刷毛日のようである。外底面は手持へラ削り調整が

みられる。北西側3庸子出二であるっ 他の5点は体部の小破片である。

内黒杯(13図2)は、 =綾部沈、休部沈、底部全部残存で、口径約14.2c皿。器高4.7c鵬。底

径6.6c皿である。 【l綾部は、やや外反し、口端部は薄くなる。体壁は丸みをもち外傾(390 )

する。外面はロクロなで成形無調整。内面は、目線一体上半は横磨き、体下半一底部は放射状

の磨き、黒色媛婦。口端部外面の一郎にも磨きと黒色慶理がみられる。外底面は回転糸切で、

かまどl訓囲床面上から出土した。他の3点もロクロなで成形無調整、回転糸切である。 2点は、

囚底面に放射状の磨き、黒色慶理がみられる。他の主点は口綾部雄以下の小破片である。

須恵器

壷、休部の破片上京で、内外面に直線状の叩き目痕がみられる。外面半分に灰軸が付着して

いる。あまり丸みをもたない。硬質、尿色の破片で、北東側床面上出土である。
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長頸毒(13図3)口綾部、長頚部全部残存である。口径1L2へ11.7c皿。口端から頚部下端の

高さ6.3c皿。頚部下端径6.3c皿。口縁部はやや外反し、口端部は上に強く挽き出され薄くなる。

頚部は緩やかに外反し、下端は外側に張り出している。南西側床面出土である。

杯A (13図4 . 5) 4は、完形品で、口径13.5cm。器高4.4cm。底径4.5cm。外傾度46Oで

ある。口縁部は直線的で、口端部は丸みをもつ、体壁は丸みをもち、かなり外傾する。やや硬

質で、灰白色、焼成はあまり良くない。かまど周囲出土である。 5は、口・体%、底全部残存

で、口径13,7-13.9cm、器高4.5-5lcm。底径5.Ocm。外傾度38O -420である。口縁部は

直線的であるが、口端部で急に外反し丸みをもつ。体壁はかなり丸みをもつ。底部はやや下に

張り出している。西壁中央下の床面出土である。 4 ・ 5共ロクロなで成形無調整、回転糸切で

ある。

杯B (13図6) □綾部%、体部%、底部全部残存で、口径14.Ocm。器高4.6- 4.9cm。底径

6.2へ6.4c皿。外傾度390である。 □綾部は直線的で、口端部は丸みをもつ。体壁はわずかに

丸みをもち外傾する。底部はやや下に張り出す。ロクロなで成形無調整、回転糸切で煙道出土

である。

6 焼土遺構(A j12)

(遺構の確認)南北基準線より西へ10.6m-11.65m。東西基準線より南へ26.Oc皿一北へ1.03

mの地点、 A j12地区に、礫・焼土を伴う黒褐色の落込みを確認した。 2号住居跡の北3.7m

の所である。遺構確認面は表土下の褐色シルト層である。

(平面形・方向)長軸(南北) l.29m。短軸(東西) 0.92へ0.96mで、ほぼ卵形をしている。

長軸は、ほぼ南北を向く、北端は丸みをもち、南側は両端にやや角ぼったコーナーをもつ。

址〇〇一 一音量二

第I4図
焼土遺構(Aj 12)
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(推積土) 5層に分れ、 2 ・3 ・5層が焼土層である。 1 ・4層には焼土はほとんど含まれ

ていない。遺物は1 ・2 ・3層に包含され、 4 ・5層にはほとんど包含されていない。 4層の

のみに礫が包含されている。

1層10YR2/3 黒褐色腐植上層 粗で、粘性なし、遺物を若干含む。

2層10YR2/2 黒褐色腐植土層 粗で、粘性なし、焼土、炭化物、遺物、シルト包含。

3層10YR2/2 黒褐色腐植土層 粗で、粘性ややあり、焼土、炭化物、遺物、シルト包含。

4層10YR2/1黒色腐植土層 粗で、粘性なし、チルト若干を含む。

5層10YR2/2 黒褐色腐植土層 密で粘性ややあ.り、焼土、シルト、を包含。

(底面)南北2つに分れ、境がやや浅くなる。北半分は、深さ約20c血で東西に仕切られ、 1

っずつ楕円形の小ピットがある。南側はほぼ円形のプランで、径55c皿、深さ約30c皿である。南

側の壁面が急傾斜で、他の壁面は緩やかである。

(年代決定資料)土師器、長胴饗3点十39片、小型饗2点、内黒杯4点。須恵器、杯A2点、

杯B2点十25片が出土した。饗は頚部無段で、刷毛目とヘラなでの2様式である。杯類はみな

回転糸切である。

出土遣物

土師器、長胴聾は3点が口綾部と体上半部で、他は体・底部小破片である。 1つは、口縁部

がかなり外反し、口端が薄くなり、外面に粗い削りが全面にみられ、内外両面に粗い刷毛目様

の調整がある破片で、歪み苦るしく計測不能である。 2は、口縁部小破片で、口綾部がかなり
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外反し、 1丁端が丸みをもつもの。 3は、口縁がやや外反し、 【「端が丸い破片である。体部破片

は刷毛目の施されたものと、ヘラなでのものがみられる。

小型饗は、小破片で、全容不明、計測不能で、ロクロなで成形無調整のようである。

内無垢(15図1)口縁部材、体邦男、底全部威存で、口径約14,2c皿。器高 5.7へ5.9c皿。底

径6.2c皿。口綾部はわずかに内脅し、口端は薄くなる。体壁は丸みをもち外傾(320 へ360 )

する。外底面は回転糸切で、黒斑がみられる。口綾部外側と内面が、磨きと黒色慶理で、内底

は円を固く様に磨きがある。又外体面は全面が回転へラ削り調整の様にみられる。他の4点中

2点も印転へラ削り調整が認められ、他の2点は、磨滅苦るしく不明である。

須恵器

杯A、 2点共小破片で、全容不明、計測不能である。

杯B、 (15図2)口径14.8m、器高5.7-6.Ocm、底径5.6cm、外傾度36.50 -39Oである。

口綾部は直線的で、口端は丸みをもつ。体壁は弓形に外傾し、上端と下端は丸みをもつ。ロク

ロなで成形、無調整、回転糸切で、底部中l高まかなり薄くなる。他の破片中、口縁部外反する

もの6点、直線的なもの5点、他は体部と底部破片で、底部はみな回転糸切である。

了 B b15堀立柱建物跡

(遺構の確認) 1号住居跡東半分と、 2号住居跡全体と重復して、 B b15地区及びその周囲

から確認された。遺構確認面は、表土下の褐色シルト層である。
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第16図 Bb 15掘立柱建物跡
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(規模・方向)はば南北に5列、全部で16基の柱穴跡が確認されたが、西端の列は明確では

ない。北端東西間の長さ6.43m、南端東西間の長さ6.45 m。東端南北間の長さ4.6 m。西端南

北間の長さ4.05mで、各柱穴間の距離は、第16図の通りである。各柱穴の規模は、 A l =上場

径46-54cm.干場径15へ17cm、深40cm、底面に礫有。 A 2 =上場径44-45cm.下場径2l-23cm,

深34cm。 B l =上場径39-48cm.下場径14cm、深5]cm。 B 2 =上場径4l-45cm.下場径17-24

cm、深60cm。 B 3 〇二上場径36cm、下場径12c皿、深40cm。 B 4 =上場径44-47cm,下場径20cm、

深80cm。 C l =上場径55cm、下場径20cm、深77cm。 C 2 =上場径36cm、 F場径24cm、深67cm。

C 3 =上場径不明、下場径35cm、深40cm。底面に礫有。 C4 =上場径37へ55cm、下場径19cm,

深57cm。 C5 =上場径47cm、下場径20cm、深60cm、底面に礫有。 D l二上場後40cm、下場径14

cm、深67cm。 D2 =上場径不明、下場径20cm、深70cm。 El =上場径不明、下場径9c皿、深60

cm。 E2 =上場径不明、下場径15cm、深74cm。 E3 =上場径不明、下場径18cm,深50cm。東端

列は庇と思われ、 C列の北から2番目と、南端の柱穴は東西に並ぶ柱穴はみられない。

第I7図 Ca62掘立柱建物跡
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(推積土) 10YR l.7/l黒色腐植土で表土下層と同じである。径10-20cmの平たい礫を含む。

(年代沢定資料)柱穴B4の埋土から寛永通宝が1点、北側からも1点出土した。

8 C a62堀立柱建物跡

(遺構の確認)南北基準線より東へ9.7m。東西基準線より南へ21.8m-42.4mの地点、 C

a62地区及びその周囲に、柱穴群が在ることを確認した。遺構確認面は、褐色シルト層である。

(規模・方向)南北15.Om、東西 8.Omの長方形で、買収時まであった。曲家の農家と同位

置、同規模で、北へ5.4mほど振り出しを持ち、台所を増築した跡という。現出家は、北端か

ら東へ、厩屋部分が延びていたが、丸太材が置かれており、搬出先がなく、調査不能であった。

従って、柱穴群は、現時点では、礎石の上に柱を建てていたが、改築以前は、堀立柱建物で、

その跡と思われる。柱穴群の中に10個所、切り合っている柱穴があり、 2へ3回の改築がおこ

なわれたと思われる。

柱穴群は、高さ約20へ30c皿の基段の上にのみ存在し、現曲家も、その上に建てられていた。

5号住居跡は、この床下から検出され、住居跡西壁南寄りにある柱穴中から、寛永通宝が出土

した。又陶器片、鉄製器具等が多数表探された。

Ⅳ 遺構と出土遺物のまとめ

調査の結果、住居跡5棟、焼土遺構l基、堀立柱建物跡2陳分、それに西側南半から、浅い

ピット約50基。溝1基が検出された。

住居跡は、一辺約4m台のものl棟、 4m弱のもの2棟、 3m台のものl棟、 2.5m台のもの

1棟でみなかまどが東壁にある。北寄りが2・4 ・5号住居跡・南寄りが1 ・3号住居跡である。

柱穴は無く、周溝は回っていない。床面も、みな地山を利用しており、堀方もなく平坦である。

住居跡の出土遺物で、特徴的なのは、内黒杯が少なく、杯はA類よりB類の数が多い事であ

る。特に2号住居跡は、杯A類の出土がない。又、 4号住居跡は、内黒杯と長胴聾の出土が無

かった。又、 2号住居跡、 5号住居跡の煙道から、はば完成の杯Bが出土している。杯B類の

器形は、底径が小さく、器高がやや高いものが多く、口縁部はやや内脅するものと、外反する

ものとあり、ロクロなで成形無調整、回転糸切のもので、胎土、色調、焼成が、杯Aとかなり

異なるが、器形については、それほど大きな差はない。又内黒杯の器形についても差はあまり

無く、三者の大きな違いはない。胎土は、内黒杯や杯Aが良好で、焼成も杯Aと内黒杯が良好

の方であるが、杯Aにしても、それほど良好でなく、重ね焼きの痕が残り、火の当らない部分

は不良である。 2号住居跡床面から出土した緑紬陶器は、 11世紀という鑑定結果が出ている。

焼土遺構出土の遺物は、 5棟の住居跡出土の遺物と比べ大差はなく、 2号住居跡出土の遺物

と同一個体と思われるものもある。
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第1表 遺構一 覧表

∴ 規 模 (東西×_) 壁叩 

形状 主軸方向 
か ま ど 雪床面 

主 柱 穴 

周 梅 貯蔵穴 
付置南方 煙 道l蛭 田 柚 貼 

堀 方 

1号 Ba21住 

3.70×3.60m 60cm 「 
方形 i 

E-29。一S 東南東 東壁上 南端」 
!破壊され i 音 l 1 ;大部分無し 

不

明 l 奇 禍 石 

無 無 無 

西璧 北側 のみ有 

不 明 

2号 
2.60×2.5m i 

I方形 
E臆30。臆S 東南東 東壁 北端 

i長 87。m 上場径25へ30cⅢ 

熊 i 

無 鯨 無 

無 i 無し 」 
Bb15住 上2_。。。血 

鯨 巾 20-35c皿 下場径20-25c皿 

深 沈へ30c皿 深 55c血 

3号 Bb53住 

3.75×4.20m 34臆40cⅢ i 方形 【 

十140喜一S I 東 東壁 南寄 

無 

長70c皿 巾30-40c皿 深20一打c皿 

上場径37へ50cm 下場径35-37c血中 深42c皿【 

熊 無 

〇 十 音 

無 

I 無し i 

4号 l ) Ca21住 巨0×290m音 32-35c皿 

-! 方形 

E鵜100臆S 束 東壁 北寄 無: ! 1 〉長106cⅢ 「 「巾24cⅢ 深30-50cⅢ 

:∴; 深5了cm【 i 

無 

∴ し I 
i南壁 下に有看 北東隅1 南西隅1 

5号 【 Ca65住音 4.24×3.88m 32-40c血 

方形 

E臆-300臆葛S 東南東 東壁 北寄 

無 

長138cⅢ 巾秘へ33c皿 深10-20c皿 

不 明 

高二 砦l 

無 無 無 無 し 

AJ12 焼土迫樺 0.94×1.24m 30cⅢ 

卵形 N臆S 

i 

// V/ 

第2表 遺物 一覧 表

遺物 遺構名 

土 師 器 須 恵 器 
鉄製品 備 考 

長胴蛮 小型聾 内黒杯 電 長頸毒 
杯A 音 

杯B 高台杯 

1号 Ba21住 

I )26 音 音 音 

4 3 

1!。 【 

十1 
0 0 

煙管1 旧類回転糸切 

2弓 
7 5 2 

O音 

! 雪0 i 

14 l 

釘 1 緑紬陶器1 

Bb15住 

15 

帯金具1 音杯類回転糸切 

3号 Bb53住 

1 ∴: 

7 4 0 2 11 13 0 刀子1 杯類回転糸切 

4号 
3 0 

1I 

i 2 4 

!

5 

0 

広Bに回転へえ I 

Ca21住 

曇

O 

十4片 刀子1勘他は回転 

5号 Ca65住 

12 6 4 ) ; 1 2 

2 十4片 

i

o 0 杯類回転糸切 

AJ12 焼土遺構 3 十39片 

2 4 0 

】 Oi2 
2 十25片 

0 0 杯類回転糸切 
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堀立柱建物跡のうち、 Bb15からは占寛永銭2個。 Ca62からは新寛永銭l個出土した。

V 表土、堀立柱建物跡から発見された遺物

18凶1. 2は、 Bb15堀立柱建物跡B4柱穴と表土から出土したもので、占寛永銭、 3は、

西側南端表土、 4はCa15堀立柱建物跡柱穴中から、 5はC a15堀立柱建物跡北側表土から、

6 ・ 7は、西側中央部表上から出土したものである。他に1号住居跡撹乱層から、煙管の火皿

を欠損した雁首(鋼製) 。東南区から屋根の茅葺に使う鎌、失立、鉄製農具、陶器片が出上し

た。,

0 1 5em

「「鵜 l

第18図 表土・掘立柱建物跡出土遺物

Ⅵ 遺跡の構成

検出された遺構は、住居跡5棟、焼士遺構1碁、堀立柱建物跡2棟分。ピット約50。溝1愚

である。

住居跡5標は、昌上土遺物等から平安時代後半と思われ、多少時期差はあると思われる。例へ

は、 1号住居跡の壊されているが、煙道部と、 2号住居跡の四壁は、あまりにも接近し過ぎて

おり、同時存在とは思われない。

焼土遺構は、焼土中にかなりの遺物を包含しており、、野がまかと思われたが、遺物中に須恵

器抹Aが2点あり、性格は不明であるが、時期は、柱屠跡と、それほど差は無いと思われる。

堀立柱建物跡は、住居跡と重復し、検出段階で、柱穴の輪郭が、住居跡推積土にみられ、セ

クション図でも、住居跡推積土を掘り下げてつくられているし、柱穴内から寛永通宝が出土し

ている事から、かなり新しいものと思われる。特にC a62堀立柱建物は、現農家と同一プラン

で、改築以前のものと思われる。又柱穴に切り合いのものが10個所程ある事から、改築も1度

だけではない事が判明した。

西側南寄りのビット群と溝については、性格も不明であるし、時期も不明であるが、底面ま

での深さは約5c皿へ10c皿で、推積士も1層で、表土と同質同色で、不規則に点在しており、建
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物跡ではなく、時期も、そう古いとは思われない。

Ⅶ ま と め

竹花前遺跡は、南面する低段丘の縁に立地し、東西に長い輪郭をもつ。遺跡の東側が今回の

調査地区である。高速自動車道の路線から西へ外れるが、南約100 mの畑地と果樹園にも遺物

の散布地がある。又北約120 mへ200 mの地域も、田貝遺跡として遺跡台帳に登録されている。

この地域は、太田方八丁遺跡の南側に当り、昭和51年に、太田方八丁遺跡調査の際、関連遺跡

の探索調査が行なわれた。その結果住居跡1棟が発見され、精査が行なわれた。東壁にかまど

をもち、煙道、煙出は無く、出土遺物は、土師器、長胴璽3点、小型かめ2点、内黒杯4点、

須恵器、毒3点、杯Al点、杯B約20点、緑紬陶器2点と、はば竹花前遺跡発見の住居跡と同

様な遺物が出土している。

竹花前遺跡の調査地区からは、今回の調査により、住居跡5棟。焼土遺構1基。堀立柱建物

跡2棟分が発見された。

住居跡と焼土遺構は、平安時代後半のものと思われる。各遺構には時期差が考えられるが、

出土遺物をみると、それほど大差は無いと思われる。

堀立柱建物跡は、 C a65に改築の跡がみられる。時期は江戸時代か、その前後と思われる。
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4 :遺物出土状況

2 :第2号土塀(ChO9)
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1 :土偶出土状況

4 :石鎚出土状況
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2・3 :鉢出土状況

5 :深鉢出土状況

7 :鉢出土状況
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上:第1竪穴住居跡

申:第1竪穴住居跡炉跡

下:第1竪穴住居跡入口



上:第2竪穴住居跡

中:第2竪穴住居跡埋設土器

下:第2竪穴住居跡

ピット内土器出土状況
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上:第16竪穴住居跡

中:第16竪穴住居跡炉跡平面

下:第16竪穴住居跡炉跡断面(東西)
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上:第11竪穴住居跡

炉跡断面(東西)

中:第14竪穴住居跡

炉跡断面(東西)

下:第7竪穴住居跡
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上:第2炉跡平面

中:第7竪穴住居跡

炉跡平面

下:第6竪穴住居跡

炉跡平面
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上:第3フラスコ状土塀

中:第1フラスコ状土塀

下:第2フラスコ状土塀
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1 :ⅡAal-7, 2:ⅡAa2-2, 3.4:HAa3-5・6

5:ⅡAa4-1, 6.7:ⅡAa5-5.7 S=1/4
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1.2:ⅡAb3-7.9, 3:ⅡAb3
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1・2 :ⅡAb5-4・6
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1.2:ⅡAb6-5.7, 3.4:ⅡAb7-1.2

5 : ⅡAcl-1 S=1/4



1 :ⅡB-4, 2・3・4:ⅡCl-1・2・3 S=1/4
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1-4 :ⅡC2-2へ5, 5 :ⅡC2-7

6・7 : ⅡC2-9・10 S=1/4
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1 :ⅡAb十12, 2:ⅡAb4-5

4・5・6 :Ⅲ1・2・3, 7 :Ⅳ1-2
S=1/4 3 :小型壷 S=1/2
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小型土器(底部) S=1/2
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2 :沢部における遺物

出土状況

1 :調査地遠景
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1 :出土土器類 縄文後期主体

2a.2b.出土石器

3 :接合資料

下半部を掻器に加工し

ている

4 :用途不明磨製石器

5 :石核
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1 :沢部出土縄文晩期土器

簿ゝ 1上る

16

2 :調査地附近における表面採集資料

1 縄文前期土器?

2へ7 縄文晩期土器

8へ12 弥生式土器

13へ17 土師器蛮

18・19 須恵器

20・21剥片
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上:高屋敷Ⅲ遺跡遠景(北から望む調査前)

下:高屋敷Ⅲ遺跡全景(南から望む調査後)
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上:第1群土器(1-6) 第2群土器(7)

下:第3群土器(1へ4) 弥生式土器(5・6)
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上:第2群土器

下:第3群土器
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上:土師器

下:石器・石製品
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上:高屋敷Ⅱ遺跡遠景(南から望む調査前)

下:高屋敷Ⅱ遺跡全景(北から望む調査後)
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上:第1群土器

下:同裏

図版2

士

∴
高
一
;
‥

●

I

}

} ィ

∴ノノ
∴ノ」メ ゾ・予あ

く
でノ

l.

出国ii

しこ_.ノ

弓
j
I
書
事
ノ
4

園田園田
12



霧露競

灘
闇
討

尋∴完了告

二重玉堂三二ノ

上:第2・3群土器

下:土器出土状況
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5号満状土塀短軸断面

2 : 3号満状土塀埋土 3 :Di68ゲノッドⅡ居

4:Eg6ゲノッドI層 5:Fi6ゲノッドI層
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1 3号満状土塀 1号溝状土塀断面図
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出土遺物(1) (縮尺不同)
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出土遺物(2) (縮尺不同)
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発掘状況(北から)

満状土塀群(東から)
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第1号活状土塀(Ba68Pit)

第3号溝状土塀(Bc74Pit)
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第4号溝状土塀(Bd50Pit)
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第16号濡状土塀(Ch71Pit)第15号溝状土塀(Cg56Pit)



第17号溝状土塀(Ch21Pit)
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第24号活状土塀(DgO9Pit)
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第31号溝状土塀(GhO9Pit)
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第32号溝状土塀(GiO9Pit)

第8号溝状土塀断面



第6号溝状土塀断面

第9号溝状土塀断面
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第7号溝状土塀断面
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第11号溝状土塀断面

第1 3号溝状土塀断面
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第1 2号溝状土塀断面

第1 6号溝状土塀断面



第20号活状土塀断面

第24号溝状土横断面
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第27号溝状土塀断面

第29号溝状土塀断面
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第31号溝状土塀断面 第32号溝状土塀断面
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第1号ビーカー形土壌(Db18Pit)

第3号ビーカー形土壌(Ea21Pit)

第4号ビーカー形土壌(GdO6Pit)
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出土遺物

1へ5・7 :縄文土器片

6 :縄文土器底部
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葦琴三三三三
l :調査地遠景

2 : F」O3住居跡全景

(南から)

3 :同カマド細部



1 ・2 :F」O3住居跡内

出土土師器

3・4 :近世溝の状況
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1・2:近世溝

3 :港内出土馬顎骨・歯
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出土遺物

(1言土器類

1.晩期

2・3.後期

4.不明

5・6.土師器

7.括鉢

(2)・(3言石貨状 縮尺約1/2

(4ト(7言石鍛 縮尺約1/1



1a

1 :掻器

2 :石匙

縮尺約1/1

5

3へ5 : F」O3住居跡出土遺物
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左上A」 12焼土

遺構

上: 2号住居跡

B b15掘立

柱建物跡

下: 1号住居跡

東

†

西

A 」 12焼土遺構

束
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西
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3号住居跡
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2号住居跡出土遺物

ー細も

.細′

1 : 7図1

2 : 7図2

5 :鯨油陶器内面

6: 7図6 釘

3: 7図3 杯B 7: 7図5 帯金具様鉄製品

4: 7図4 高台杯
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3号住居跡出土遺物 1 : 9図1

2: 9図2

図版7

3: 9図3長頸壷

4: 9図4

5: 9図5

6 : 9図6

7: 9図7

8 : 9図8

9 : 9図9
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11: 9図11刀子
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5号住居跡出土遺物



罷轟

A 」 12焼士道描出土遺物

1 :15図1内黒土不

2 :15図2 ‡不B

表操等の遺物

5 : Bb15掘立柱建物跡表採18図1

6 : Bb15掘立柱建物跡B 4柱穴内出土18図2

7 :南西区南端表採18図3

8 : Ca62掘立柱建物跡柱穴内出土18図4

9 : Ca62掘立柱建物跡附近表採18図5

10 : Ca62掘立柱建物跡南端表採18図6

11 : 10と同地点表採18図7

3 :煙管、Bb15掘立柱建物跡西側出土

4 :矢立、 Ca62地区表採

12 :茅葺鎌Ca62地区表採
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八戸市教育委員会 昭 53.9

秋田県文化財調査報告書第16集 岩井堂岩陰遺跡発掘調査報告書

秋田県教育委員会・雄勝町教育委員会 昭44・3

岩井堂岩陰遺跡発掘調査概報一第8次一
雄勝町教育委員会

秋田県文化財調査報告書第39集下藤根遺跡発掘調査概報
秋田県教育委員会

秋田県文化財調査報告書第49集烏野遺跡発掘調査報告書
秋田県教育委員会

払田遺跡昭和49年度発掘調査概報払田柵跡調査事務所年報1974弘田柵跡調査事務所

払田遺跡脚50年度発掘調査概報払田柵跡調査事務所年報1975′払田柵跡調査事務所

払田遺跡一第9・10次発掘調査概報一弘田柵跡調査事務所年報1976払田柵跡調査事務所

野形遺跡昭和51年度
秋田県立博物館
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秋田城跡 昭和48年度秋田城発掘調査概報

秋田城跡 昭和49年度秋田城発掘調査概報

秋田城跡 昭和50年度秋田城発掘調査概報

神沢海岸遺跡

中藤根遺跡

手形山窯跡 昭和49年度

金ヶ崎バイパス関係 東大畑遺跡現地公開資料

岩手県埋蔵文センター文化財調査報告書第1集

秋田市教育委員会 昭49,

秋田市教育委員会 昭50.

秋田市教育委員会 昭5L

本荘市教育委員会 昭46.4

秋田市考古学協会 昭49.3

秋田市考古学協会 昭50,2

脚岩手県埋蔵文化財センタ一 昭52.12

岩手県文化財発掘調査略報(昭和52年分)

酬岩手県埋蔵文化財センタ一 昭53.3

岩手県埋蔵文センター文化財調査報告書第2集 都南村湯沢遺跡(昭和52年度)

(脚岩手県埋蔵文化財センター 昭53.3

岩手県大船渡市長谷堂貝塚一昭和46年度緊急調査報告一

岩手県文化財調査報告書第20集 陸奥国徳門城一岩手県紫波郡矢巾町所在-

岩手県文化財調査報告書第23集 大船渡市清水貝塚発掘調査既報

岩手県史第1巻

岩手県管轄地誌

岩手県岩泉町文化財調査報告第2集 竜泉新酒遺跡発掘調査報告

岩手県一関市萩荘 谷起島遺跡第一次発掘調査報告書(しOCA)

貝鳥貝塚

岩手県滝沢村 大畑遺跡一昭和48年度調査報告一

千厩町文化財調査報告第1集 商小梨蛇士道跡

百目木遺跡発掘調査現地説明会資料 第1回へ4回 岩手ビル株式会社

岩手県水沢市佐倉河 胆沢城跡一昭和49年度発掘調査概報一

岩手県水沢市佐倉河 胆沢城跡一昭和50年度発掘調査概報一

岩手県水沢市佐倉河 胆沢城跡一昭和51年度発掘調査概報一

岩手県江刺市瀬谷子窯跡郡第2次緊急調査概報

岩手県江刺市瀬谷子遺跡

文化財調査報告書第11集 北上市極楽寺跡

文化財調査報告書第17集 尻引遺跡調査報告書

岩手県盛岡市大錦町遺跡一組文中期集落址1976年度調査報告-

岩手県教育委員会 昭47.3

岩手県教育委員会 昭47.12

岩手県教育委員会 岬f51.3

岩手県 昭36. 1

岩泉町教育委員会 叩く47.3

一関市教育委員会 昭52.9

花泉町教育委員会 昭46.11

滝沢村教育委員会 昭48.10

千厩町教育委員会 昭53.1

都南村教育委員会昭53. 4へ9

水沢市教育委員会1975.3

水沢市教育委員会1976.3

水沢市教育委員会1977.3

江刺市教育委員会 昭45.3

江刺市教育委員会 昭46.6

北上市教育委員会 昭47.8

北上市教育委員会 昭52.3

岩手大学考古学研究会1978

稿本 西磐井郡郷土史㊥ 岩手県教職員組合西磐井支部縞、名詩出版刊 昭48. 7

宮城県史1.古代・中世史 (珊宮城県史刊行会 昭32.1

宮城県文化財調査報告書第24集 東北自動車道関係遺跡発掘調査概報(刈田郡蔵王町地区)

宮城県教育委員会、日本道路公団 昭46.3
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宮城県文化財調査報告書第25集 東北自動車道関係遺跡発掘調査概報(白石市柴田郡村町地区)

宮城県教育委員会・日本道路公団 昭47.3

宮城県文化財調査報告書第35集 東北新幹線関係遺跡調査報告書1一

宮城県教育委員会・日本国有鉄道仙台新幹線工事局 昭49・ 3

多賀城跡一昭和47年度発掘調査概報一 宮城県多賀城跡調査研究所年報1972

宮城県多賀城跡調査研究所

福島県文化財調査報告書第47集 東北自動車道遺跡調査報告

福島県教育委員会・日本道路公団 昭50.3

福島県の土師器縞年第18回福島県考古学大会シンポジウム資料 福島県考古学会1976・3

千葉県中野僧御堂遺跡一千葉県東全道路建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告1 - (千葉市中野地区)

日本道路公団・財団法人千葉県文化財センター1976

加営利貝塚Ⅱ 昭和39年度加営利南貝塚調査報告 貝塚博物館調査資榊02

千葉市加営利貝塚博物館1968

霧 ケ 丘

考古風土記第2号 特集東北地方北半の古代土器

考古風土器第3号 特集東北地方の弥生式土器

日本の三彩と緑紬

世界考古学体系 日本I

日本考古学辞典 日本考古学協会編

図解考古学辞典 水野・小林編

(個人論文)

阿部 義平

板橋・司東.佐々木

今村 啓開

伊藤 玄三

芦沢 長介

伊藤 信雄

伊藤 博幸

伊藤 鉄夫

伊藤 陽夫

氏家 和典

霧ケ丘調査団 1973

1977. 4

1978. 4

五島美術館1974.5

平凡社 昭34.6

東京堂 昭48.1

東京創元社 昭39.

東国の土師器と須恵器一多賀城外の出土土器をめぐって-帝塚山考古No =968・10

北上市稲願町極楽寺遺跡調査略報北上市史第1巻原始・古代(1)北上市昭43・3

縄文時代の陥穴と民族誌上の事例の比較 物質文化No・27 1976・ 10

「東北」日本の考古学Ⅲ ・弥生時代・河出書房新社
昭41・1

「 ′′ 」新版考古学講座 歴史文化<上>一弥生文化一 雄出羽 昭44・10

石器時代の日本 築地書館 昭47・9

「東北」日本考古学講座4 弥生文化 河出書房

東北北部の弥生式土器 文化24-1昭35

岩手県の古代土器生産について-須恵器とロク口上師器の素描一岩手史学研究No

61岩手史学会 昭51

水沢の暦史一平安以前一 昭44・7

長坂下遺跡出土の合口土器について 岩手史学研究第47号

東北土師器の型式分類とその編年 歴史14輯
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江坂 輝弥

大場 利夫

加藤 稔

加藤 孝

菊池・桜井・玉口

菊池啓治郎

工藤 竹久

桑原 滋郎

桑原・岡田

工藤・桑原

草間 俊一

草間・吉田・武田

草間・伊藤

草間・相原

後藤 勝彦

小岩 末冶

斉藤 良治

佐藤 禎宏

佐藤・渡辺

須藤 隆

杉原・大塚

芹沢・林

富樫 泰時

陸奥国分寺田上の丸底杯をめぐって鵜奈良・平安朝土師器の諸問題一柏倉亮吉教

授還暦記念論文集山形県の考古と歴史 山教史学会1967

青森県下北郡東通村尻屋・物見台遺蹟調査報告二束北日本間戸住吉町系文化遺蹟

調査報告第1編 考古学雑誌27

小幌洞窟 北方文化研究報告第18輯

山形県日向洞穴における縄文時代初頭の文化

塩釜市表杉ノ入貝塚の研究 宮城学院大学研究論文集1954

北上市二子町秋子沢遺跡調査報告(第1 ・ 2次) 北上市史第1巻原始・古代=

北上市 昭43.3

和賀町史一考古編一 和賀町 昭52.9

北日本の石槍・石槍について 北奥古代文化第9号

東北地方北部および北海道の所轄第I型式の土師器について 考古学雑誌第61巻

4号 1976.3

多賀城周辺における古代杯形土器の変遷 研究紀要I宮城県多賀城跡調査研究所

東北地方における古代土器生産の展開 考古学雑誌第57巻第3号 昭47.2

「先史期」盛岡市史第1分冊の1総説・先史期 盛岡市

盛岡市熊の沢一本松遺跡調査報告 郷土資料写真集第10集

胆沢村宮の沢原・大清水上追跡 胆沢町教育委員会 昭38.4

天神力丘遺跡 大迫町教育委員会 昭49.3

陸前宮戸嶋里演台団員塚出土の土器について-陸前地方後期縄文式文化の編年的

研究一考古学雑誌第48巻第1号

岩手県内陸の早期縄文式土器 岩手史学研究19 1950

陸前地方縄文文化後期後半の土器編年について 仙台湾周辺の考古学的研究宮城

県の地理と歴史第3集

八森遺跡一第1次・第2次発掘調査報告一庄内考古学第15号 庄内考古学研究会

1978.5

青森県上北郡田上の早期縄文土器 考古学雑誌第43巻3号

秋田県大曲市宇津台追跡の弥生式土器について「文化」第33巻第3号昭45.2

青森県大畑町二枚橋遺跡出土の土器・石器について 考古学雑誌第56巻第2号

昭45.12

土器組成論 考古学研究19「4

千葉県天神前における弥生時代中期の基址群 明治大学文学部研究報告考古学第

4冊 明治大学 昭49.

岩手県蛇王洞洞穴 石器時代第7号 昭40.重0

トランシエ様石器について 東北考古学の諸問題 東北考古学会1976.10
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中村 五郎

二本柳・鹿角・佐藤

沼山源富治

林 謙作

芳賀 良光

堀越 正行

棋 要照

宮沢・今井

(自然科学関係)

天上・遠藤・村井

中月十石田・佐藤

松山・七崎

東北地方南部の弥生式土器 東北考古学の諸問題 東北考古学会1976. 10

青森県上北郡早稲田貝塚 考古学雑誌第43巻2号1958

胆沢城出土の糸切離鍾土師器とその編年的考察 北奥古代文化第2号 北奥古代

文化研究会 昭44.4

北上市田土土師器考一北上川中流域を中心として-北上市史第1巻 原始・古代

(1)北上市 昭43.3

北上市相去町葛西壇遺跡発掘調査報告 北上市史第1巻 原始・古代(1〉 北上市

昭43.3

縄文期の集団領域 考古学研究会第20回総会研究報告 考古学研究第21巻第l号

考古学研究会1974.6

縄文期の集団領域二補論 考古学研究第21巻第3号 考古学研究会1975・2

東北地方早期縄文式文化の展望 考古学研究第9巻第2号 考古学研究会 昭37

「東北」日本の考古学Ⅱ縄文時代 河出書房新社 昭40・7

宮城県宮戸島貝塚梨木囲遺跡の研究 仙台湾周辺の考古学的研究 宮城県の地理

と歴史第3集

中竪穴考(2I 史舘第6号1976.1

陸前宮戸島に於ける縄文後期の木造物の研究 仙台湾周辺の考古学的研究 宮城

県の地理と歴史第3集

縄文時代早期後半における土肱をめぐる諸問題一いわゆる落し穴について-調査

研究集録第1冊 港北ニュータウン埋蔵文化財調査団1976・

ボーリング資料にもとづく北上川低地帯の地下資源(その1 )一盛岡市付近一岩

手大学工学部研究報告第30巻1977・

北上川上流沿岸の第四系および地形一北上川流域の第四紀地史(1)-地質学雑誌第

69巻811号 1963.4

北上川中流沿岸の第四系および地形一北上川流域の第四紀地史(2ト地質学雑

誌第69巻812号1963.5

日本地質学会第80年給会見学旅行2資料 北上川低地帯の鮮新統第四系地形1973・

佐藤 二郎 考古学のための地質学 県文化課における講演資料1978・8

橘 行一 束八幡平、柏台東部の丘陵地の火山泥流

考古学と自然科学 第1号一第10号

北上川(b〉

北上山系開発地域土地分類基本調査 盛岡(5万分の1 )国土調査岩手県農政部北上山系開発室1978・3

日詰( "
)

" 〃 〃
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岩手県教育委員会事務局文化課職員一覧

(埋蔵文化財関係)

文化課長 菅 原 一
郎

課長補佐(総務)小野寺 昭 吾

課長補佐(調査)小野寺 登

庶務係長 加 藤 勝 男

主 事 鈴 木 喜代治

主 事 佐 藤 伸一郎

主任文化財主査 嶋 千 秋

文化財主査 菊 地 郁 雄

技 師 回 生 尚

縦貫自動車道

文化財主査 吉 田

三 上

斉 藤

島

社会教育主事補 尾 野

相 原 康

八重樫 良

努

昭

淳

隆

靖

二

宏

狩 野 敏 男

吉 田 義 男

小 平 忠 孝

主 事 石 川 長 吉

新幹線

文化財主査 菅 原 弘太郎

細 谷 英 男

朴 沢 正 耕

社会教育主事補 鈴 木 隆 英

技 師 佐々木 勝

縦貫自動車道

臨時職員 中 村 清 也

千 葉 周 秋

鈴 木 明 美

菊 池 茂 樹

佐 藤 章 夫(53年12月退職)

一
條 敬 子

湊 原 悦 子

亀ケ森 恭 子

小 西 エイ子

木 村 キエ子

潮 田 弘 子

永 田 靖 子(53年12月退職)

相 星 輝 子

高 橋 生 子

藤 原 周 子

中 村 千 世(53年11月退職)

桜 井 芳 彦
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岩手県文化財調査報告書第31集

東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書I
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